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（町田1979より） ↑ 出土した石鏃（安通・洞No.2遺跡）

じょうもんじだいこ閲き み つ じんぷつじょうも心だい ひと わたし おな

縄文時代後、月のアクセサリーを身に付けた人物。縄文時代の人たちも私たちと同

じように聟督り（ピアス）や筐督り、ネックレス、ブレスレットなどでファッションを菫し

みました。

I iん悶（安通・洞No2遺跡） I 

↑ 発掘調査作業の様子（安通・洞No.2遺跡）
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古墳時代の竪穴住居跡が12軒見つかりました。
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土坑からは多くの土器が見つかりました。
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↑ 蒼海城の堀跡が見つかりました。堀の深さは
いじょう

4m以上あります。
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おうみじょう ぐんまけんない いちばんふる

蒼海城が群馬県内で一番古い
しろ

お城だよ。

1439年（永享11年）、総社長尾氏は、戦乱の時代

にこの地を酔るために、 屠篇絨を筵きました。笑き
こうづけこくふ さら ひろ にし そめやがわひがしうし

さは上野国府を更に広げ、西の染谷川、東の牛
いけがわそとぽり そうじゃながおし すわ

池川を外堀としました。総社長尾氏の後、諏訪
あきもと きょじょう
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今年度も前橋市のたくさんの場所で発掘調査が行われました。発掘調査では、11ぅ應・王玩．藩
せいかつあと どうぐ

などの生活の跡や、おわん・かめ • つぼなどの道具がたんさん見つかりました。見つかったも
かんさつ むかしひ とびと せいかつ

のをよく観察すると昔の人々がどのようにして生活していたかが分かります。
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代と平女時代の水田跡が見つかりました。また、昭和20年の空巽で使われ
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弾が見つかりました。
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そこきん かいゆうとうき

底に金のついた灰釉陶器

かいゆうとうき 忙 くぶつや はい みず と

灰釉陶器とは、百物を焼いた灰を水に溶かしてで

きた餓抹‘をかけて磁ぃた主嘉のこと。羞貞．箪姿
んじだい つく やくしよ てらつか

時代に作られ、役所やお寺で使われたよ。
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こうずけこくふ ふる もとそうじゃまち そうじゃじんじゃしゅうへん かんが

女上野国府は、古くから元総社町の総社神社周辺にあったと考えられていまし
きんねん はっくつちょうさ そうじゃじんじゃ ひがし うしいけがわ ひとがた くにのくりや i百うし か

た。近年の発掘調査で総社神社の東の牛池川から人形や「国厨」や「戸司」と書か
ぼく しょどき かん―つじどうしゃど― つく はっくつちょ

れた墨書土器がたくさん見つかりました。また、関寇自動車道を造るときの発掘調
うさ こくふ 椅iじゃあとはっけん とう じつか ぶんぼうぐ はっくつ

査では国府の 社跡が発見されました。当時使われていた文房具なども発掘され
そうじゃじんじゃ かん泣つじどうしゃど― いっt-い ―くふ はんい

ています。これらのことから、総社神社から関た自動車道の一帯が、国府の範囲

遥遜‘されます。
げんざい出さばししきょういくいいんかい こうずけこくふ かいめい もくてき もとそ争じゃおうみちく はっ

女現在、即橋市教育委員会では上野国府の解明を目的に、元総土蒼海地区で発
＜っちょうさ おこな

掘調査を行っています。
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よっ かいせつi 用語解説 i 
； こくふ こくし ぎしき せいじ おこな t-てもの やくにん はたら やくKよやくにん i 
；【国府】国司が儀式や政治を行った建物や役人が働いていた役所、役人の ； 
i複呉注の婿省、榊蟻、箪展、ご駿の叉ばの薮湿みなどを蒼む茎株‘の員瀦。 ； 
： くにのくりや やくにん しょくじ ていきょう だいどころ しせつi【国厨】 役人の食事を提供する台所の施設。
・ 品 うし やくしょ t-てもの そうしょう
iし司】 役所の建物の総称。
......................................................................................................................................................... 
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